





























第1節 朝河のThe Documents of Iriki序説から封建社会の成立を読む 
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（a） （a） % 
寄郡





日向国 8,172 2,048  25  1,841  23  3,890  48  
大隅国 3,062 759  25  728  24  1,486  49  
薩摩国 4,069 645  16  2,207  54  2,852  70  
計 15,303 3,452  23  4,776  31  8,228  54  
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  朝河の The Documents of Iriki を真に読んだ読者には、島津文書からはと
うてい見えない歴史の真実32が入来文書によって明かされていることが理
解できるはずだ――朝河はこう自負して The Documents of Iriki を書いた。
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ていた [明治初期の] 重野安繹の論調に戻った錯覚を感じる（今谷、249頁）。 












































  (2019年8月15日擱筆) 
 
                                                   
50 その源流は宮崎道三郎(1855～1928)に始まり、朝河より4歳若い中田薫(1877～
1967)に続き、石井良助(1907～1993)、石井紫郎(1935～)、新田一郎(1960～)と続く。
東大法制史の系譜は「庄とマナーの異同」を識別できない欠陥を継承している。 
